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真如苑たより 


圓 マ: 


§\ETAIL BAMK 

そ… 

りテ-ルトノブバン❖♦めざして，4504- 
二丈る jdrs* 縟のもと.曾さまの暮らし 
やビジネスのお校に立プ a いります. 

Z 協和埼玉銪行 


10月13日 

11時一18時半 

10周年紀念 

「立川落語会」 

-市氏会纥ぃホ-ル 
間分サ • Om-f ^- 734, 
公町まて 


すつか〇秋めいてまい〇 
ま I た。街燈や道端の家の 
E の光にも，秋の«•を® 
じるこの頃です。兒つめて 
いると心が»まるょぅです* 
お/ ft 歩がてら•秋の ie 内へ 
どラ^おこ L ください。 

■ cl^loSIrlsug 

午後2時 n 4* ^ 


■刺^律'*如^物航をはじめと 
L て映-一:など盛りだくさんの 
が L てござい i す • 

■ヶ*川ホ1£<成人)に限らせて«き 
it 

■お中1込み 
は「えくてび 
あん•コンパ 

ニオン 」 i 

を手渡してく 
れた入> へ • 



, Trv ; tc,ac 幻 av « 今 
C &^ SY 恥 8•钣 
Vii - T 1« 、力 wil ^ 4褰凼 S 嫌 

^>^09み齡 

工 r>^/ 辨 


。| 3 酴述? 1 ^ぜ：鄆 3 麥 
C1 ♦系 ^ rv ed >「 華#目幻 Y 爹 

Mbl^d 

M 去 ^ R 


編集工房 

柴崎町へ移転 



えくてび* 
4:細樂エ历は • 
今ある{岛士圯 
町から•柴峋 
町へ移転する 
ことになりま 
した。 


淑訪神社に近い' 饵城丄務店の 
3階になります•今まで通り' お 
- Hsf に•お ir ち寄りドさい。 

璀話， FAX は•左妃の通 
01 ありませ/ 1 - 

•ぇくてびぁん新•工房 
立川市柴鷗町13371303 
•磐： K ビル 3 F 

電話 • 0425(28) 008 2 
FAX • 0425(28)12 97 


立川 • ^^^^a 


伊勢丹女子チ—ム 

見事な五連覇 

90 3 33、立川消防署±他*で 
尚»|消防*食会が• ㈱ 立川飛 H 楼 
の野球場で行われた， 50 チームが 
今年も熱戦をくり広げた。0だつ 
たところでは勢 it の女子チー 
ムが • n 熱した演技により今吋で 
兌 4 V ， JL 連 fl を成し遂げた。隊 ft 
の两凉 - T 加さんは•「とても練^が 



而むいです。 

楽 L かつたで 
す」と明るく 
答ぇてくれた。 
i た、「いざと 
ぃぅ時のお肀 
寄り介袅に穴 
かせません」 

(砂) tl [ ti ^ 督)といぅところもあり， 
確 1 g にその役割が牛さていると S 

えよ•フ • 


立川クィズ 

スボーツの秋、 t いぇば運觔会. 
体日ともなると熱職が街の*ちこ 
ちでくりひろげられております” 
この運； S 全•核*の少かつた昔 
は地域の大きな楽しみで L た"明 
治34年、府迮_.中<現立川萵校> 
で第一问 H の連勧会が职かれた時 
など•人势の兒物人でそれはそ 
れは大変な赈わいだ〇たとか"で 


は、3日の人出は，い-0たいどれ 
ぐらいだ<>たでしょぅか。 

©ご：千人汆②約五千人③万人余 
〔9月号の答〕❷ 

砂川の W 発 ukl 戸時代初期•村 
山郷岸«(現武*付山?|1>の村奸 
氏にょづて始められました、 
〔お詫びと盯正〕 号で「残 
堋川と: R 川 h 水は砂川-番のあた 
りで合汝 I ていた」と/)りますの 
は「砂川一番」の！ S りです-お 8 t 
び申し上げ訂正いたします。 


索® 

H 琢の古いスクラップブックから 
ある夕 FII 紙に戗っていた小林弘子 
さんの切技きが出てきた•才力 •/ 
バ頭の•高校生の弘子ちゃんの写 
典と一捃にこんな^事が添えられ 
ている。立川高1¢で弘7*ちやんは 

バレー部に人って、もっば‘球ひ 
ろいばかりであったらしい。「炙 «- 
川で ie ぐのは • 日だけだった」 
弘子ちやんにと-〇て、カヌ—はク 
ラブ活勘の陰，にあったホビー的存 
在。それが • NHK 杯カス—大企 
{群馬、水上町》で優勝してしまっ 
た。その切1*きには85年 7 n 2 H 
tJe 入されている★丄铒では' ft 
岛にもおしやれな fc の子がいるね 
え、などとは I やざながらィンタ 
ビユ—して『ベスト立川人 8 J に 
9.場、も L かする t , 黹方はあの 
あどけない弘 T ちゃんの笑期を覚 
えておられるかも知れない。あれ 
から6年が過ぎた★凍田塾大の4 
年生。この6月にはユ—ゴスラビ 
ァでの世界 is 手推' 7 n にはバル 
セロナのプレ•オリンビックに JS 
IJhl ている•ほとんど0«でまか 
なった**多辛川の钾岳で会ったと 
きも、午前中アルバィトをしてき 
たのだといぅ★オリンビックも夢 
C やないですねえ.と話掛けると 
「 R 本はまだレべルが低いですか 
らねえ」と答えながらも「やつば 
〇オリンビック，} T きたいです」 
と.ムい切？た-*也な H 持，笑朗、 
はにかみ。みんな立高時代の弘子 
ちやん，そのままだ俞！！！?-の岩 
つかみ^くえくてびあん 

i 5'|»1||»子抑-3潸芋，£9山田® 子 

守”«*率沢 41 弘«田怳子町田？ 
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5 tn 号に^较いて. 
八- C ： の新 fcnl も「多 
嘹锘合芙術 ® J の人 
還作品でぁる"新井 
秀人郎さんは現在ヒ 
叫 •$ というご. i ' rI 齢で 
この_。1かも、ア 
ブラは2年前からは 
じめたのだという❶ 
「水彩の方はを迎ぇたころから 
描きはじめてま L たから、まあ两 W 
という程のことはないですが•これ 
で十四、 iL 年も絵準をもつているこ 
とにな今ますかねぇ/新井さんは 
川峋 rli の在住だが、市の方から CVS 
にということで、作品を手放したこ 
とが*るが•あとは舟らアマチュア 
を住じ•特にアブラは完成すると破 
窠してしまう«合が多いという* 
川犄市教疗委 n 会 fr など、これま 

で%つかの •» に輝いてきたが，今 
S の多^総合芙術搌の人赏もその 
ひとつ家内がこれ出してみたら、 
と云つて奥から持ち出して朱たの 
が今 W の作品なんです。幸迷だ C 
たんでしょう SNHK 文化センタ 
I や SK 京典人のグリ—ンアヵデミ 
I で修得した技術が班味をここま 
で1 1 ml 水準にしたのであろう。 
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ラ y ウ、その他で，この植生は11 

山 rr « や秋川! 1 :歧 ua ,- r れる野穿 

群1:よく似たものがあるのがむし 

ろ不思 m である。武*盱の单 . 1st や 

維木林の中の名伐り植物である。 

(耗木功》 



表 

紙 

は 

語 

る 


i 

r « 子の 

t い, 
上の* 

说」 i 

■油: 

杉 
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『ビジユ IJ つてご存じですか7 
フランス語で宝石といラ慝味だそ 
i つですが、日本流行色協会に問い 
合わせしたところ、これが秋色の 
テ—マだと教えてくれた。宝石の 
ルビ—、ガ—ネットのよ|つな深み 
のある赤やサフアイヤに見られる 
グリ—ン。このべ—スカラーにグ 
レ—系がひ$たち互いに魅力的に 
見えるのがボイントとか… 



t 



ィメ—ジチ X ンジも！いかもし 
れません。 < ffijt >!?> 

ブラウスにスカートだつた％ r 安 
くて+ごろな t ころだから、ベル 
卜をゴ I ルド系にするとか*スカ 
丨フー枚变ぇるだけでも、#翮氕 
全体を変えることがで^ H ^" リッチ》 
★身近にするには 

シンブルでもお I やれ，コンサーバ 
ティブと一 n いますか、*をて4つた 
ものでなくてもよい地昧なおしやれ。 
部分をちよつと変えるだけでよい、 
だから*小物、^货なんか，ぃぃと 
忠います。 { isfeu !> 


★秋の傾向 

シックな傾向にあります。ジヤ 
ケット aii め*スカートは短め (B 
ング&ショ t 卜)で、エレガントが 
ポィント。全体的にエレガントで- 
やわらか尜«(高&.^立)||店>ブ 
ラウスにスカ I -^<: L ても' カジ 
ユアルな傾 rul (ブティックリッチ 
柴峋»!>«色ものも出ています。 
<北11*ふどぅや本店) 

★ちょつとした工夫で 

今までは IM ] じ* M の上下だ c た 

ものを•上はチ H ツク•下は無地， 

又はその逆、通う*材の組含せが 

新鮮。維》が在要な役 H , 小物で 



★おしやれは、自分も*ぇられる？ 
いつも iIMIc ものを猗ていたん 
じや•おしやれじやない A いつも 
t 違うものを K うことにょつて • 
視線を感じて， iff 筋が伸びたり， 

W - SI 遗いが变ゎったり•それをす 
ることで内 [ M から変わつていける 

来しさだと思います•{ふどうや) 

秋という季 BS は今までにはない、 

d 分を fi つけていける、時なのか 

もしれませ4" 


<*10®© 翁 



玉川上水べりは、立川でも关し 

い自然の残る代*的な場；所である-* 

W 陰を求めて故策する人たち a い 

つ t たえることがない。叫千おり 


おり，それぞれの自然を求める^ 
«のところ。*.川上水べりにはい 
ろんな神«の木々が数多く •水路 
や小路に*いかぶさるよぅ1:*り、 
春先は木々の芽吹きや美しい花に 
魅了され、 SL の深»や秋の贫菜、 

紅萊も拚てがたい6落葉をふみし 

めながら、大を仰ぐ維木の枝先を 

みる t き， H 然の美しさ*尊さをつ 

くづく感じる。こうした立派な木 


々もいつしか老木 t な〇、今その 
»命を心配するナチユラ V ストも 
少なくない* 

十 n 、. Ji 川上水べりの足もとの 
野^を^ねてみると、歩道や ffl が 
整 fi されたせいも*って，普とは 

比べものにならないほど減つてし 

まつた•それでも、砂川四丁目 ! t 

の宮ノ檐から玉川上水駅近くの*;* 

胁院撟の問の一部に立川で t ここ 

しか見られない好单たちが昔なが 

らに生息 L ている"そこは人々が 

手を加ぇない自然の土地だからで 

あ代表的なもの： T シラヤマ 

ギク，ヤマシロギク•アキノキリ 

ンゾゥ、ススビトハギ、アキ/タム 

0 - 


答 


漢字 I 字挿入せよ 


ir 

と 

こ 


▼•なくして 

淵をのぞくな 

目許千両 

口許參両 






















































































